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令和 6 年度第 3 回 高松圏域自立支援協議会 運営会議事録 

 

日付 令和 6年 6月 14日（金） 

時間 9：20 ～ 11：00 

開催会場 かがわ総合リハビリテーション福祉センター研修 

参加機関等 
香川中部支援学校、高松支援学校、高松市健康づくり推進課、高松市障がい

福祉課、三木町福祉介護課、直島町住民福祉課、障害者生活支援センターた

かまつ、障害者就業・生活支援センターオリーブ、地域活動支援センタークリマ、か

がわ総合リハビリテーションセンター成人支援施設、障害者地域生活支援センター

ほっと、相談支援事業所ライブサポートセンター、障害者生活支援センターたかま

つ、地域生活支援センターこだま、高松市障がい者基幹相談支援センター中核

拠点、障害者生活支援センターあい、一般社団法人 garyu、自立ケアシステム

香川、社会福祉法人ナザレの村、一般社団法人ええる、相談支援センターりゅう

うん、障害者地域生活支援センターほっと、高松市障がい者基幹相談支援センタ

ー中核拠点 

   

順不同  計 25名 

 

議題 1： 各部会活動報告について 

 

 

 

 

 

○就労支援部会 

今年度よりグループワークを中心に実施していく予定。 

「おりびお」「アンサ」など新しく立ち上がった事業者が参加されているが部会

として参加を促す連絡を取られたりしたのか？ 

→基本的には挨拶もかねて、連絡をして部会の説明等を行っているが、今回

は事業所の方から連絡があり参加していただいた。 

○精神保健福祉部会 

特記事項なし 

次回 6/21部会実施後に報告する 

○相談支援部会 



 

 

 

 

議事 

5/16開催。次回は 6/20に開催予定 

新規サービス利用の方、相談支援事業所が見つからない現状がある。 

→事業所が閉所しないような取組みと、もし閉所する場合は利用者を次の事

業所に繋ぐという最低限の指導する必要があるのではないか。自立支援協

議会や行政と一緒に考えていくべき課題である。 

→セルフプランについて、三木町は緊急時にやむを得ない時は対応している 

高松市は現状受け入れていない。 

→圏域マネージャーより複数事業所での共同体制について 7/26 に相談支

援事業所と行政で研修する予定。 

○身体障害者支援部会 

6/19部会開催予定。 

○知的障害者支援部会 

９月に当事者に参加してもらう予定で次回 7/3 の部会で当日の内容を検討

する。 

○発達障害部会 

自立支援センター、わっかっか、教育センターで若年層の困窮に関する課題

について検討した。各機関から事例も出していただいたので課題整理してい

きたい。 

○こども部会 

児童発達・放課後等デイサービス連絡会を年２回実施する方向になった。内

容は再検討する。直島町の療育体制について今後、部会の取組みを検討し

ていく。 

・児童の新規が増えている状況で事業所の受け入れに関して部会で話題が 

上がっているか？ 

→現在は話題として出ていない。今後、部会内で共有していく。 

・療育が整った児童に、サービスの卒業を促す必要があるのではないか？新

規利用者が増えている中で、デイサービスの利用目的等について、相談支援

専門員やサービス提供事業所で精査する必要がある。支援学校の児童等が

利用したくても行けない状況が続いており、行く先がなく困っている。 

→相談支援部会とこども部会と一緒に考えていく。 

〇医療的ケア部会 

台帳作りのワーキングを実施する。 

相談支援専門員のバックアップとして「ソダテル」と連携できている。 

○当事者団体家族会部会 

6/12 第一回を開催した。ジャパンパラで大会中のブース内で部会としての

取り組みについて意見交換した。 



○居宅サービス事業所部会 

５月に実施し 7/17 に事業所向けに「報酬改定について・加算について」グル

ープワークする予定。案内とアンケートに作成中。 

移動支援のアンケートについて、送付先の事業所のメールアドレスを収集し

ている状況である。次回の部会で検討していく。 

・高松市から通学時の移動支援の利用について一時的な可能になった旨の

お知らせが届いた。相談支援事業所とサービス提供事業所に周知があった。

学校側と相談支援専門員と本人としっかり検討した上で利用することが大切

であるが、この情報が学校に周知されていない現状がある。 

6/17には市の HPにてアップされる。 

○B型事業所部会 

アンケートを実施して収集している。第１回座談会に実施向けて検討してい

く。 

・B 型事業所の開所数がうなぎ登りである。自立支援協議会としての部会の

役割を検討していく必要がある。部会に参加する意義を持てるようにしてい

きたい。事業所の質の担保にもつながるが、相談支援専門員にサービス提供

事業所の「サービス提供拒否の禁止」があるのを知って欲しい。相談支援部

会に行政が事業所の要項について説明に来てもらう機会があっても良いの

ではないか。相談支援事業所、基幹相談支援センター、委託相談支援事業

所が一緒に検討していく必要があるのではないか。 

○権利擁護部会 

市より減算の通知が届いた「虐待防止研修」「身体拘束のルール」を作成が

進んでいない状況がある。 

小規模事業所にも参加してもらえる研修を考えていきたい。 

 

議題 2： 2024 ジャパンパラ陸上競技大会中のブース内の取組みについて 

 

 

 

 

〇当事者団体家族会連絡会より 

ヘルプマークの周知、防災バンダナの周知、団体の PR 

○発達障害部会より 

アルプスと共催で発達障がいの世界を VR機器を使って疑似体験 

機器の都合で屋外での使用が難しいかもしれない。 

〇タイムスケジュール 

６月中に協議会で案をまとめて障がい福祉課に提案する。 

〇知的障害者支援部会より 

子どもの参加を促すには工作、体験が出来ると良い。子どもの冬休みの宿題



議事 

 

 

に繋がるようなもの。 

〇その他の意見 

・高松市のアートリンク事業に参加している事業所やアーティストとコラボは

どうか？ 

・三木町では、就労センターと一緒にアウトドアイベントで沙織折りのワークシ

ョップを実施した。 

・リハセンの体育指導員に聞くのはどうか？ 

 

 

議題 2： その他について 

 

 

 

 

 

 

議事 

 

 

 

○現任研修受講者インターバルについて 

次回の運営会議にもオブザーバーとして受講者が参加される。 

○主任研受講者推薦について 

報告あり 

○徳島県美馬市・つるぎ町の視察依頼について 

受入れする方向である。 

○garyuからの避難訓練への名義講演依頼について 

報告あり 

○日中支援型GH評価報告、GH交流会報告 

・日中支援型 GHの報告 

職員の確保の課題、地域交流の課題、夜間の職員配置で運営面の課題 

助言後に事業所がどのように取り組んでもらえたかを確認できる仕組みが

必要となる。 

・第１回交流会を実施する予定 

○中部支援学校より 

教材教具展の案内あり。今年度もこども部会から放課後等デイサービス事

業所に案内を送付する。三木町からも町内の幼・保・こども園に周知する。 

 

 

次回は、7/12。 


